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健康の秘訣は、バランス良い食事や、充分な
睡眠、運動、それに人への思いやり。

      松葉 義之君 
 新年 1 月も早下旬になりました。先日は緑資

源公団（平成 11 年森林開発公団が農用地整備公団

を吸収して新発足）静岡出張所の担当の方と 30 代

半ばまで農林業を営んでいた西方・仏沢の山に入

る機会がありました。公団が本年度からこの地区

の荒廃したまま放置されている山林 10ha を対象

に始めた「水源林造成事業」の現場を実際に見せ

ていただきました。森林組合の方の手で山一面を

覆い隠すように密生した孟宗竹の一部が切り払わ

れて、草1本生えていない地肌が表れていました。 
手の入った部分とその先の差が余りにきつく、間

近で見る里山の荒れ方に愕然としました。元は植

林した杉や檜も枯れが目立ち雑木類も竹の勢いに

押されて大木以外は枯れています。草のない地表

は降雨でどんどん表土が流され、またこれによっ

て保水力が失われていきます。このような状況が

全国的に広がっているようです。この山林に手を

入れて元の恵みの森林に戻して行こうとこの事業

が地主、実行者、公団が協力して始まりました。 
これに伐採や整理、春先発生する“タケノコ”の

掘り取り等、ボランティアグループの活動が加わ

ります。市内の「樵の会」等です。私の元の屋敷

跡地をボランティアの方の駐車場に提供しました。 
これから山を整理し植林し除草等の管理を経て

自然林や用材林になるまで大変な時間と努力を要

します。是非全国各地で大きく広がって欲しいも

のです。山が再生することは水資源確保に止まら

ず地球温暖化の防止にも役立ちます。この事業の

経費は驚くほど少なくて済むとの事です。行政費

用を抑制したり無駄な建設工事に替えたり、と質

ずねましたが、縦割り行政や配分率等なかなかに

壁が厚いようです。危険防止に留意しつつ各地で

山林再生の仕事の場を提供すれば中高年の雇用対

策としても大いに有効かと思います。 
 
■ 幹 事 報 告       村松英昭君 
・ 米山記念奨学会より免税申告用領収証の法人

扱い分が届いています。 
・ 米山記念奨学会より、功労クラブの表彰の案内

が届いています。 
 
■ ス マ イ ル ＢＯＸ     小宮弘一郎君 
・ 誕生日のお祝いをいただき有難うございます。 

西野 好子様 
元会員 西野 繁夫様 

・ 1 月 16 日、53 回目の誕生日をむかえました。 
村松 英昭君 

・ 誕生祝ありがとうございました。頑張れる限り

ガンバルつもりです。 
江﨑友次郎 

・ 皆出席のお祝い、and、会員誕生お祝い有難う

ございます。 
石垣 義康君 

・ 1 月 15 日、結婚記念日のお祝いありがとうご

ざいました。 
山田 昭雄君 



・ 1 月 24 日、結婚記念日のお祝いありがとうご

ざいました。 
後藤 功君 

  スマイル累計額   ６０３,０００円 
■出 席 報 告       酒向 謙次君 
本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

32/44 72.73% 33/44 75% 

（１） 欠席者（事前連絡とメーキャップをどうぞ） 
 ○池谷君 ○杉山君 ○仲田廣君 ○橋本延君 

○平田君 ○水野君 ○村松弘君 ○板倉君 

○鈴木舜君 ○仲田晃君 
（２） メーキャップ者 
江﨑友次郎君（藤枝南） 

 
■ビ ジ タ ー 
松田 康男君 

 
■新 会 員 卓 話     平井 實君 
 日本の写真工業は、戦時中軍の統制下に、オ

リエンタル写真工業・富士フィルム・小西六写真

工業の 3 社があり、白黒の印画紙・フィルムを分

業してやっていました。 
戦後、ドイツのアグファのパテントが公開され

日本でも自由にその技術など利用できるようにな

りました。 
昭和 29 年、オリエンタル写真が始めてオリカラ

ーN16 カラーフィルムを日本で発売、これにより、

現在使われているネガフィルムから印画紙にプリ

ントする方式がスタートしました。 
33 年に初めてオリエンタルカラー技術講習が開

かれ、薬品調合から現像・プリント迄の速成教育

を受け、オリカラー指定現像所として、静岡県全

域の現像プリントサービスをスタートしました。

現在の社名もその時のものです。 
間もなく他社の ASA50 が出揃い、カラー時代が

目前となったのですが、各社の全国展開競争とな

り、フジが全国の 70%を抑え圧倒的なシェアを持

つようになり、万博など急激なカラー写真需要が

起こり、全国のフジ系現像所は利益も倍増させて

いました。ところが業界に革命が起きたようにミ

ニラボ機（小型の現像機）が発売され、町の DP
店で短時間でプリント出来る様になり、全国でチ

ェーン展開が始まり、我々小規模店は苦難の連続

です。また、近年普及してきたデジカメへの対応

に大わらわとなっています。 

 
平成 14 年 11 月度個人別出席率表   出席率 85.87%  通産出席率 83.58% 
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青島彰 3 1 4 75 100 91 櫻井龍太 4 4 100 100 100 松嵜周一 3 1 4 75 100 96

青島克郎 3 1 4 75 100 100 櫻井富郎 3 3 75 75 91 松葉義之 3 1 4 75 100 100

粟野廣夫 3 3 75 75 87 酒向謙次 3 3 75 75 86 松葉隆夫 3 1 4 75 100 100

池谷　浩 3 3 75 75 90 杉浦良一 4 1 5 100 100 92 宮崎啓之進 4 4 100 100 100

池ノ谷敏正 3 3 75 75 91 杉山静一 2 2 4 500 100 100 宮川邦光 4 4 100 100 24

石垣義康 3 3 75 75 78 鈴木舜光 0 0 0 0 8 水野義猛 2 2 4 50 100 100

岩田　規 4 4 100 75 100 鈴木廣利 1 3 4 25 100 100 村松　徳 4 4 100 100 91

板倉甫能 0 0 0 100 4 竹内辰郎 3 3 75 75 82 村松弘一郎 4 4 100 100 96

江﨑友次郎 4 4 100 0 100 竹田　勲 3 1 4 75 100 92 村松英昭 3 2 5 75 100 100

大塚博巳 4 1 5 100 100 100 仲田晃弘 0 0 0 0 0 村松宏一 2 2 4 50 100 90

小沢　惇 4 4 100 100 92 仲田廣志 3 1 4 75 100 82 望月　晃 2 1 3 50 75 87

栗原　毅 2 2 4 50 100 100 平井　實 4 4 100 100 92 山田昭雄 3 3 75 75 63

小林　治助 4 4 100 100 100 橋本延一 3 1 4 75 100 100 柳原寿男 4 4 100 100 88

小西啓一 4 4 100 100 92 橋本　守 4 4 100 100 92 渡辺篤司 4 4 100 100 100

小宮弘一郎 3 2 5 75 100 100 平田宗太郎 3 1 4 75 100 100

後藤　功 3 3 75 75 83 増田國衛 3 1 4 75 100 100




